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は
じ
め
に

『
新
撰
菟
玖
波
集
』
巻
十
五
雑
部
に
、
次
掲
、
伊
勢
国
司
北
畠
教
具
作
の
付
句
が
採

録
さ
れ
て
い
る①
。

　

君
と
そ
ひ
ね
の
ほ
し
は
出
け
り

い
に
し
へ
の
お
な
し
ま
な
ひ
は
ま
れ
の
世
に 

権
大
納
言
教
具

こ
の
寄
合
の
眼
目
は
、
前
句
の
「
君
」
を
「
大
君
」
に
見
立
て
、「
い
に
し
え
の
中

国
の
帝
王
が
同
学
の
旧
友
と
枕
を
並
べ
た
の
は
遥
か
昔
、
今
は
同
じ
「
君
」
で
も
愛

し
い
君
と
添
い
寝
し
つ
つ
星
を
な
が
め
て
い
る
」
と
取
り
成
し
た
点
で
あ
る
。
寄
合

の
典
拠
は
漢
故
事
で
、
後
漢
の
隠
者
、
厳
光
（
子
陵
）
の
逸
事
に
取
材
し
た
も
の
で
あ

る
。
室
町
時
代
末
期
成
立
と
さ
れ
る
連
歌
寄
合
書
『
連
集
良
材
』
で
は
、
教
具
句
を

引
き
つ
つ
、
こ
の
故
事
を
「
七
里
灘
」
の
表
題
で
解
説
し
て
い
る
。
そ
の
内
容
は
以

下
の
通
り
で
あ
る②
。

　
　

七
里
灘　
万
事
無
心
一
釣
竿　

三
公
不
レ
換
此
江
山　

平
生
恨
識
劉
文
叔　

惹
得
二
虚
名
一
満
二
世
間
一

厳
光
字
子
陵
厳
子
陵
ト
云　

後
漢
光
武
皇
帝
ノ
旧
友
同
学
ニ
テ
久
ク
、
ア
ヒ
ナ

レ
タ
リ
其
ノ
後
光
武
天
子
ト
成
給
ノ
、
子
陵
行
方
シ
ラ
ス
成
ヌ
、
光
武
天
下
ニ

オ
ホ
セ
テ
、
是
ヲ
令
求
ヤ
ウ
〳
〵
尋
得
給
フ
羊
ノ
裘
キ
テ
賎
キ
形
也
然
ト
モ
帝

旧
好
ヲ
思
テ
、
閑
往
時
ヲ
語
テ
夜
モ
床
ヲ
同

臥
、
子
陵
我
足
ヲ
以
光
武
腹
上

ニ
ヲ
ケ
リ
司
天
官
奏
云
客
星
帝
座
ヲ
犯
ス
ト
申
ケ
レ
ハ
光
武
咲
云
是
不
可
驚
朕

故
人
処
為
也
ト
仰
ラ
レ
テ
、
ヤ
ミ
ヌ
、
便
以
子
陵
補
諌
議
太
夫
辞
便
去
、
冨
春

山
耕
不
出
世
七
里
灘
ト
云
処
ニ
、
ツ
リ

残
生
タ
ノ
シ
ミ
ケ
リ
灘
ハ
瀬
也
子
陵

ツ
リ
セ
シ
後
ハ
七
里
灘
ヲ
厳
陵
灘
ト
モ
厳
陵
瀬
ト
モ
云
也
イ
ニ
シ
ヘ
ハ
、光
武
、

子
陵
、
同
学
ノ
旧
友
ノ
ソ
ヒ
ネ
ノ
星
ニ
ハ
、
カ
ハ
リ
テ
今
ハ
恋
ノ
君
ト
、
ソ
ヒ

ネ
ノ
星
詠
ト
云
心
ヲ

　
　
　

君
と
そ
ひ
ね
の
ほ
し
は
出
け
り

　
　

い
に
し
へ
の
同
し
学
も
ま
れ
の
世
に 

新
菟
玖
波
ニ
在

先
に
掲
げ
た
三
条
西
実
隆
本
と
『
連
集
良
材
』
所
載
の
付
句
を
比
べ
る
と
、『
連
集

良
材
』
で
は
「
同
し
学
も・

」
と
す
る
異
同
が
あ
る
も
の
の
、
三
条
西
実
隆
本
以
外
の

古
写
本
を
一
覧
す
る
と
、
金
毘
羅
本
・
大
永
本
・
陽
明
文
庫
本
等
「
お
な
し
ま
な
ひ

も
」
と
作
る
室
町
時
代
古
写
本
も
数
多
く
、
往
時
か
ら
両
方
の
本
文
が
通
用
し
て
い

た
と
考
え
ら
れ
る
。
句
意
に
大
き
な
違
い
は
な
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
本
邦
に
お
い
て
も
平
安
時
代
以
来
、
厳
子
陵
の
故
事
は
よ
く
知
ら
れ
て
い

た
。『
文
選
』
巻
二
十
六
所
載
、
謝
霊
運
の
五
言
古
詩
「
七
里
瀬
」
を
は
じ
め
、『
蒙

求
』
に
も
「
厳
陵
去
釣
」
と
し
て
採
録
さ
れ
た
こ
の
逸
事
は
、『
本
朝
文
粋
』
巻
第
五

や
『
和
漢
朗
詠
集
』
巻
下
「
丞
相
付
執
政
」
に
収
載
さ
れ
た
菅
三
品
「
為
一
条
左
大

臣
辞
右
大
臣
第
三
表
」
の
一
聯
、

傅
氏
厳
之
嵐　

雖
風
雲
於
殷
夢
之
後

厳
陵
瀬
之
水　

猶
涇
渭
於
漢
聘
之
初

の
受
容
を
中
心
に
、
広
く
初
学
書
や
注
釈
の
世
界
へ
と
浸
透
し
、
知
識
人
の
教
養
に

組
み
込
ま
れ
て
い
っ
た
。

『
聯
珠
詩
格
』
は
『
新
選
集
』
の
典
拠
か

―
『
連
集
良
材
』
所
収
、
戴
復
古
「
子
陵
釣
台
」
詩
を
端
緒
に

―

中　

本　
　
　

大
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『
連
集
良
材
』
に
見
ら
れ
る
各
寄
合
項
目
の
全
体
的
な
記
述
傾
向
と
し
て
、こ
う
し

た
本
邦
漢
学
の
伝
統
を
踏
ま
え
つ
つ
、
特
に
書
陵
部
本
系
や
見
聞
系
和
漢
朗
詠
集
注

と
酷
似
し
た
注
釈
本
文
を
掲
載
す
る
こ
と
も
多
い
一
方
、こ
の
「
七
里
灘
」
項
で
は
、

『
胡
曽
詩
抄
』本
文
に
全
面
的
に
依
拠
し
つ
つ
記
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
そ
の
該
当

部
分
を
引
用
し
て
お
こ
う
。

七
里
灘
ハ
、
厳
子
陵
カ
釣
魚
処
也
。
在
厳
州
桐
盧
県
之
南
。
厳
光
、
字
子
陵
、

光
武
旧
友
也
。
同
学
シ
テ
相
タ
リ
。
後
、
光
武
ハ
為
天
下
主
。
厳
光
ハ
不
知
在

所
。
光
武
、
天
下
仰
テ
求
之
。
披
羊
裘
、
賎
シ
キ
形
容
也
。
然
ト
モ
帝
旧
好
ヲ

思
テ
、
閑
語
往
時
、
夜
ル
モ
同
床
ニ
テ
臥
ス
、
厳
光
以
足
、
置
光
武
腹
上
。
司

天
之
官
奏
シ
テ
曰
、
客
星
犯
帝
座
ト
云
。
光
武
笑
曰
、
是
、
不
可
驚
、
朕
カ
故

人
ノ
ス
ル
処
ト
テ
止
ヌ
。
便
以
厳
光
補
諌
議
太
夫
。
辞
シ
テ
去
リ
、耕
冨
春
山
、

不
出
。
後
人
、
名
其
釣
所
、
為
厳
陵
。
又
為
厳
陵
瀬
。

（
神
宮
文
庫
本
『
胡
曽
詩
抄
』）

堀
川
貴
司
氏
が
紹
介
さ
れ
た
石
川
県
立
図
書
館
川
口
文
庫
所
蔵
『
和
漢
朗
詠
集
私

注
』
の
よ
う
に
、
近
世
初
期
に
は
、
本
邦
五
山
で
蓄
積
さ
れ
た
学
識
を
積
極
的
に
活

用
し
た
朗
詠
注
が
存
在
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り③
、
同
じ
く
本
邦
で
平
安
時
代
以
降
に

親
し
ま
れ
た
漢
故
事
を
概
観
す
る
『
連
集
良
材
』
各
項
目
の
典
拠
選
択
方
針
の
解
明

は
、
文
学
史
的
に
も
意
義
が
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
詳
細
は
稿
を
改
め
て
考
察
す
る

も
の
の
、
こ
こ
で
は
平
安
時
代
以
来
の
和
漢
朗
詠
集
注
釈
に
象
徴
さ
れ
る
本
邦
古
典

注
釈
の
世
界
と
は
異
な
る
位
相
と
も
関
連
す
る
、
室
町
時
代
の
漢
籍
享
受
の
具
体
的

様
相
を
探
る
べ
く
、「
七
里
灘
」
項
の
依
拠
資
料
に
注
目
し
た
い
。

『
連
集
良
材
』
所
収
「
七
里
灘
」
で
最
も
特
徴
的
な
の
は
、表
題
の
下
に
掲
げ
ら
れ

た
七
言
絶
句
の
存
在
で
あ
る
。
こ
う
し
た
漢
詩
の
引
用
は
『
連
集
良
材
』
全
体
を
概

観
し
て
も
、
こ
の
項
目
の
み
に
限
ら
れ
て
お
り
、
他
と
は
異
な
る
、
特
別
な
編
集
意

図
が
存
在
し
て
い
た
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

本
稿
で
は
、
引
用
さ
れ
る
七
絶
を
端
緒
に
、
本
邦
禅
林
で
編
纂
さ
れ
た
総
集
の
依

拠
本
文
か
ら
浮
か
び
上
が
る
問
題
に
つ
い
て
検
討
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。

一

「
七
里
灘
」
の
表
題
下
に
掲
げ
ら
れ
た
七
言
絶
句
の
作
者
は
、
中
国
南
宋
中
期
の

「
江
湖
派
」
と
い
う
詩
詞
の
流
派
に
属
し
て
い
た
戴
復
古
（
一
一
六
七
〜
一
二
五
〇
頃
）

で
あ
る
。「
江
湖
派
」
と
は
進
士
及
第
が
叶
わ
な
か
っ
た
文
人
や
在
野
の
詩
人
が
、中

央
文
壇
に
対
し
て
、
敢
え
て
世
俗
（
江
湖
）
に
あ
る
こ
と
を
標
榜
し
た
詩
壇
で
、
日
本

で
も
『
後
村
詩
話
』
な
ど
の
著
作
や
『
分
門
纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
の
編
纂
で

知
ら
れ
る
後
村
劉
克
荘
の
名
と
と
も
に
よ
く
知
ら
れ
た
一
派
で
あ
ろ
う
。

戴
復
古
の
字
は
式
之
、
寧
波
に
ほ
ど
近
い
南
塘
の
出
身
で
、
故
郷
の
石
屏
山
に
隠

棲
し
、
自
ら
も
「
石
屏
」
と
号
し
て
い
た
。
晩
唐
の
詩
風
に
学
ん
だ
一
方
、
南
宋
三

大
家
の
一
人
、
陸
游
に
師
事
し
て
培
っ
た
宋
詩
の
王
道
で
も
あ
る
清
新
な
詩
風
は
、

日
本
人
好
み
と
賞
し
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。
そ
の
別
集
『
石
屏
集
』
の
日
本
へ
の
齎
来

時
期
は
不
明
で
は
あ
る
も
の
の
、『
精
選
唐
宋
千
家
聯
珠
詩
格
』
に
は
そ
の
作
品
十
七

首
が
採
録
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
本
邦
禅
林
に
お
い
て
も
広
く
愛
唱
さ
れ
る
詩
人

で
あ
っ
た
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
。

さ
て
、
そ
の
作
品
の
一
つ
、
中
国
後
漢
の
隠
者
、
厳
光
（
子
陵
）
の
故
事
に
取
材
し

た
七
絶
は
、
本
邦
五
山
で
も
版
行
さ
れ
た
于
済
・
蔡
正
孫
編
『
精
選
唐
宋
千
家
聯
珠

詩
格
』（
以
下
、『
聯
珠
詩
格
』
と
略
称
）「
用
恨
字
格
」
に
「
釣
台
」
の
題
で
所
収
さ
れ

て
い
る④
。
斯
書
に
採
録
さ
れ
る
本
文
は
「
万
事
無
心
一
釣
竿
、
三
公
不
換
此
江
山
、

平
生
恨
識
劉
文
叔
、
惹
得
虚
名
満
世
間
」
で
、『
連
集
良
材
』
に
掲
載
さ
れ
る
措
辞
と

完
全
に
一
致
す
る
。
こ
の
事
実
は
一
見
、『
聯
珠
詩
格
』
が
『
連
集
良
材
』
の
典
拠
で

あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る
と
考
え
ら
れ
る
も
の
の
、
そ
の
当
否
を
容
易
に
は
定
め

難
い
。
実
は
『
聯
珠
詩
格
』
と
同
一
の
措
辞
が
『
錦
繍
段
』「
懐
古　

付
題
詠
」
部
に

「
子
陵
釣
台
」
の
題
目
で
採
録
さ
れ
て
い
る
の
で
あ
る
。
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『
錦
繍
段
』
所
収
「
子
陵
釣
台
」
詩
は
『
新
選
分
類
集
諸
家
詩
』、所
謂
『
新
選
集
』

か
ら
の
抄
録
で
あ
る
。
堀
川
貴
司
氏
が
一
覧
・
紹
介
さ
れ
た
『
新
選
集
』
諸
本
を
確

認
し
て
も
、
内
閣
文
庫
本
を
は
じ
め
と
し
て
、
戴
復
古
詩
本
文
に
異
同
は
見
ら
れ
な

い⑤
。
で
は
、『
連
集
良
材
』
が
依
拠
し
た
の
は
本
邦
禅
林
で
広
く
愛
読
さ
れ
た
『
聯
珠

詩
格
』
と
『
錦
繍
段
』
と
い
う
二
書
の
、
ど
ち
ら
な
の
で
あ
ろ
う
か
。
或
い
は
別
書

に
拠
っ
て
い
る
可
能
性
が
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
ろ
う
か
。近
世
初
期
の『
聯
珠
詩
格
』・

『
錦
繍
段
』
受
容
の
様
相
を
勘
案
し
つ
つ
、
第
一
に
、「
子
陵
釣
台
」（「
釣
台
」）
詩
の

本
文
異
同
に
つ
い
て
確
認
し
て
お
き
た
い
。

二

戴
復
古
「
釣
台
」
詩
は
『
聯
珠
詩
格
』・『
錦
繍
段
』
と
は
別
の
措
辞
で
、
室
町
時

代
本
邦
禅
林
で
の
利
用
が
確
認
で
き
る
典
籍
に
引
用
さ
れ
て
い
る
。『
鶴
林
玉
露
』が

そ
れ
で
あ
る
。
乙
編
巻
二
に
「
釣
台
詩
」
の
表
題
で
引
用
さ
れ
る
本
文
は
、「
万
事
無

心
一
釣
竿
、
三
公
不
換
此
江
山
、
当
初
誤
識
劉
文
叔
、
惹
起
虚
名
満
世
間
」
で
第
三
・

四
句
傍
線
部
に
異
同
が
あ
る⑥
。「
常
々
恨
め
し
い
の
は
光
武
帝（
劉
文
叔
）と
知
り
合
っ

た
た
め
に
、
虚
名
が
世
間
に
広
が
り
満
ち
て
し
ま
っ
た
こ
と
よ
」
と
す
る
『
聯
珠
詩

格
』・『
錦
繍
段
』
に
対
し
、「
当
初
は
そ
う
と
も
知
ら
ず
に
誤
っ
て
光
武
帝
と
知
り

合
っ
た
が
た
め
に
、
虚
名
が
世
間
に
広
が
り
満
ち
る
事
態
を
呼
び
起
こ
し
て
し
ま
っ

た
」
と
す
る
『
鶴
林
玉
露
』
と
で
は
、
厳
子
陵
の
光
武
帝
に
対
す
る
評
価
に
、
明
確

な
相
違
が
看
取
で
き
る
で
あ
ろ
う
。『
鶴
林
玉
露
』
の
著
者
、
羅
大
経
は
、
そ
れ
を
世

間
と
折
り
合
え
な
い
子
陵
の
剛
直
さ
と
捉
え
、
光
武
帝
の
慎
み
深
い
人
物
像
と
対
照

さ
せ
て
、「
平
生
謹
勅
劉
文
叔
、
却
与
狂
奴
意
気
投
」
と
自
ら
も
追
詠
し
た
の
で
あ
っ

た
。羅

大
経
詩
の
「
狂
奴
」
は
『
後
漢
書
』「
厳
光
伝
」
や
『
排
韻
増
広
事
類
氏
族
大
全
』

に
も
見
え
る
厳
子
陵
の
幼
名
で
あ
る
。
蘇
軾
詩
に
も
見
出
せ
る
表
現
で
あ
る
も
の
の
、

意
外
な
こ
と
に
、
子
陵
を
題
材
に
詠
じ
て
い
る
義
堂
や
絶
海
の
詩
文
に
は
確
認
で
き

な
い
措
辞
な
の
で
あ
る
。
本
邦
で
は
、
戴
復
古
詩
と
共
に
、「
赤
帝
青
氈
僅
已
還
、
華

勛
高
躅
未
容
攀
、
詩
家
総
認
帰
休
意
、
不
到
狂
奴
両
字
間
」
と
い
う
結
句
傍
線
部
の

措
辞
を
持
つ
元
代
の
士
大
夫
、
夾
谷
之
奇
作
「
子
陵
釣
台
」
詩
が
、『
新
選
集
』（『
錦

繍
段
』）
に
収
め
ら
れ
た
こ
と
を
契
機
と
し
て
、
瑞
渓
周
鳳
や
九
鼎
竺
重
・
月
舟
寿
桂

等
、
室
町
時
代
中
期
以
降
、
五
山
僧
が
詩
文
に
用
い
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
。
正
に
『
新
選
集
』
受
容
が
端
緒
と
な
っ
て
、
学
僧
の
詩
嚢
を
肥
や
し
た
表
現
の

代
表
例
な
の
で
あ
る
。
月
舟
の
一
世
代
前
に
活
躍
し
た
学
僧
で
、
同
じ
建
仁
寺
住
持

を
務
め
た
桂
林
徳
昌
が
『
古
文
真
宝
桂
林
抄
』
所
載
「
厳
先
生
祠
堂
記
」
の
注
で
、

厳
先
生
カ
事
ハ
ナ
ニ
ニ
モ
多
ソ
。
幼
ノ
名
ハ
狂
奴
ソ
。
幼
ヨ
リ
光
武
ト
同
学
ニ

游
タ
ソ
…
…
以
下
略

と
殊
更
「
狂
奴
」
に
言
及
し
て
い
る
背
景
に
も
、『
新
選
集
』（『
錦
繍
段
』）
の
影
響
が

考
え
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。
逆
に
、
本
邦
禅
林
に
お
け
る
『
鶴
林
玉
露
』
受
容
が
甚
だ

限
定
的
で
あ
っ
た
こ
と
も
想
像
し
得
る
の
で
あ
る⑦
。

さ
て
、
羅
大
経
の
措
辞
「
平
生
謹
勅
劉
文
叔
」
は
、『
山
谷
詩
集
』
巻
九
に
収
め
ら

れ
る
黄
庭
堅
「
題
伯
時
画
厳
子
陵
釣
灘
」
詩
の
初
句
「
平
生
久
要
劉
文
叔
」
を
踏
ま

え
た
も
の
と
考
え
て
間
違
い
あ
る
ま
い⑧
。
戴
復
古
詩
の
措
辞
「
当
初
」
が
「
平
生
」

と
混
同
さ
れ
た
の
も
、
山
谷
詩
の
表
現
が
広
く
文
壇
で
親
し
ま
れ
た
こ
と
が
一
因
で

あ
ろ
う
。
本
邦
に
あ
っ
て
も
五
山
禅
林
は
も
ち
ろ
ん
、
三
条
西
実
隆
の
『
再
昌
草
』

永
正
三
年
一
月
二
十
五
日
詠
草
に
、
徳
大
寺
実
淳
か
ら
贈
ら
れ
た
七
絶
「
昨
夜
春
寒

一
寸
灰
、
雪
埋
径
路
愈
無
媒
、
旧
朋
絶
信
最
相
似
、
廿
四
番
風
不
到
梅
」
に
対
し
て

「
双
鬢
是
糸
心
是
灰
、
春
風
猶
未
作
良
媒
、
平
生
久
要
有
書
在
、
雪
裏
題
詩
又
寄
梅
」

と
い
う
、
傍
線
部
の
よ
う
に
、
黄
詩
の
措
辞
を
借
用
し
て
和
韻
詩
を
詠
じ
て
い
る
例

も
見
え
、
往
時
、
人
口
に
膾
炙
し
た
表
現
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る⑨
。

他
方
、戴
復
古
「
釣
台
」
詩
本
文
の
校
勘
に
つ
い
て
は
不
明
な
点
が
多
い
。『
分
門

纂
類
唐
宋
時
賢
千
家
詩
選
』
を
は
じ
め
と
す
る
、
本
邦
で
も
受
容
が
確
認
さ
れ
る
選
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集
に
「
釣
台
」
詩
は
一
切
採
録
さ
れ
て
お
ら
ず
、『
聯
珠
詩
格
』
以
外
の
総
集
へ
の
摘

録
も
、
清
代
以
前
で
確
認
し
得
る
の
は
宋
代
佚
名
撰
『
詩
家
鼎
臠
』
の
み
で
あ
る
。

だ
が
、戴
復
古
の
別
集
『
石
屏
詩
集
』
や
清
代
編
纂
の
総
集
に
採
録
さ
れ
た
措
辞
は
、

総
じ
て
第
三
句
「
平
生
誤
」、
第
四
句
「
惹
起
」
と
す
る
も
の
が
主
流
で
あ
る
（
四
庫

全
書
本
『
詩
家
鼎
臠
』
の
み
が
「
平
生
恨
」
と
し
て
い
る
）。
現
存
す
る
漢
籍
に
拠
る
限
り
、

『
聯
珠
詩
格
』
の
本
文
は
決
し
て
優
勢
で
は
な
い
の
で
あ
る
。
し
か
し
「
用
恨・

字
格
」

に
収
録
す
る
『
聯
珠
詩
格
』
に
と
っ
て
「
恨
」
字
こ
そ
が
戴
詩
の
眼
目
で
あ
っ
た
。

日
本
に
お
い
て
、
光
武
帝
と
の
邂
逅
を
一
生
の
痛
恨
事
と
考
え
る
厳
子
陵
像
の
定
着

に
、『
聯
珠
詩
格
』
の
本
文
が
果
た
し
た
役
割
は
実
に
大
き
か
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

如
上
、
優
勢
で
は
な
い
『
聯
珠
詩
格
』
と
同
一
の
本
文
を
採
録
す
る
こ
と
か
ら
、

『
新
選
集
』、
即
ち
『
錦
繍
段
』
の
典
拠
は
『
聯
珠
詩
格
』
で
あ
る
蓋
然
性
が
高
い
と

考
え
ら
れ
る
。
中
国
歴
代
に
亙
る
膨
大
な
詩
人
の
作
品
を
掲
載
す
る『
新
選
集
』・『
新

編
集
』
の
出
典
や
編
集
経
緯
に
つ
い
て
は
、
白
居
易
詩
に
注
目
し
、
そ
の
依
拠
資
料

を
検
証
し
た
堀
川
貴
司
氏
の
考
察
が
あ
る
。
白
詩
に
つ
い
て
は
、
総
集
で
は
な
く
別

集
に
拠
っ
た
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
て
お
り
、
大
い
に
参
考
に
な
る
も
の
の
（『
詩
の
か

た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ
―
中
世
日
本
漢
文
学
研
究
―
』
第
一
六
章
「
中
世
禅
林
に
お
け
る
白
居
易

の
受
容
」
参
照
）、『
新
選
集
』・『
新
編
集
』
に
採
録
さ
れ
る
詩
人
の
属
性
（
僧
俗
・
知

名
度
等
）
は
実
に
多
様
で
、
撰
集
資
料
の
詳
細
は
未
だ
不
明
な
点
が
多
い
。

例
え
ば
、
宇
都
宮
遯
庵
編
『
錦
繍
段
抄
』（
万
治
四
（
一
六
六
一
）
年
刊
・
仮
名
抄
）

で
は
、『
錦
繍
段
』
所
収
詩
で
『
聯
珠
詩
格
』
に
も
掲
載
さ
れ
て
い
る
場
合
は
、
必
ず

そ
の
事
実
に
言
及
し
て
い
る
こ
と
も
あ
り⑩
、夙
に
『
錦
繍
段
』（
す
な
わ
ち
『
新
選
集
』・

『
新
編
集
』）
の
典
拠
の
一
つ
と
し
て
『
聯
珠
詩
格
』
が
想
定
さ
れ
て
い
た
可
能
性
は
窺

え
る
も
の
の
、
典
拠
確
定
の
意
味
す
る
所
は
、
単
に
依
拠
資
料
の
指
摘
と
い
う
次
元

に
留
ま
ら
な
い
で
あ
ろ
う
。
こ
う
し
た
個
別
検
証
の
蓄
積
こ
そ
が
、
本
邦
禅
僧
の
総

集
編
纂
過
程
の
解
明
に
つ
な
が
る
の
で
あ
り
、
牽
い
て
は
義
堂
・
絶
海
没
後
、
応
永
・

永
享
期
以
後
の
室
町
時
代
禅
僧
に
お
け
る
漢
籍
受
容
の
実
態
を
明
ら
か
に
す
る
重
要

な
契
機
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

『
新
選
集
』
の
典
拠
に
『
聯
珠
詩
格
』
を
想
定
す
る
根
拠
の
一
つ
が
、
逆
翁
宗
順

（
一
四
三
三
〜
一
四
八
八
）
編
『
点
鉄
集
』（
承
応
四
年
版
本
）
の
存
在
で
あ
る
。
斯
書
は

浩
瀚
な
音
韻
別
摘
句
集
で
、『
錦
繍
段
』
編
者
の
天
隠
龍
澤
が
序
文
を
付
し
た
こ
と
で

も
知
ら
れ
て
い
る
。
こ
こ
で
も
戴
復
古
詩
の
一
聯
が
取
り
上
げ
ら
れ
て
お
り
、
版
本

首
書
で
そ
の
典
拠
と
し
て
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
『
聯
珠
詩
格
』
な
の
で
あ
る
。『
点

鉄
集
』
版
本
は
義
堂
周
信
編
『
貞
和
集
』
な
ど
と
と
も
に
、『
錦
繍
段
』・『
続
錦
繍

段
』
も
典
拠
と
し
て
挙
げ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
決
し
て
本
邦
の
編
著
を
敬
遠
し
た
と

は
考
え
ら
れ
な
い
。
こ
こ
で
は
殊
更
、『
錦
繍
段
』（『
新
選
集
』）
を
避
け
、『
聯
珠
詩

格
』
に
拠
っ
た
も
の
と
推
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
す
な
わ
ち
、
戴
復
古
詩
の

典
拠
は
『
聯
珠
詩
格
』
と
見
做
さ
れ
て
い
た
こ
と
の
証
左
で
も
あ
り
、
注
目
さ
れ
る

の
で
あ
る
。三

近
世
初
期
、
既
に
『
錦
繍
段
』
注
釈
書
や
受
容
資
料
の
多
く
が
、
そ
の
典
拠
と
し

て
『
聯
珠
詩
格
』
に
言
及
し
て
い
る
に
も
関
わ
ら
ず
、『
錦
繍
段
』
に
比
し
て
『
聯
珠

詩
格
』
の
利
用
が
優
位
に
立
つ
こ
と
は
な
く
、
逆
に
『
錦
繍
段
』
の
普
及
が
進
ん
だ

こ
と
は
注
目
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。
本
稿
の
問
題
意
識
に
即
し
て
言
え
ば
、
漢
籍
で
あ

り
、
五
山
禅
林
で
も
版
行
さ
れ
た
『
聯
珠
詩
格
』
以
上
に
『
錦
繍
段
』
が
権
威
あ
る

典
籍
と
見
做
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
い
く
こ
と
の
意
味
は
、
改
め
て
考
え
ら
れ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

本
邦
禅
林
で
編
纂
さ
れ
た
総
集
に
お
い
て
採
用
さ
れ
た
本
文
が
、
出
典
か
ら
切
り

離
さ
れ
て
、禅
林
で
広
く
流
布
し
た
初
学
者
向
け
の
選
集
に
受
け
継
が
れ
た
こ
と
で
、

後
代
の
文
壇
に
大
き
な
影
響
力
を
誇
る
こ
と
に
な
る

―
近
世
初
期
版
本
が
後
に
多

く
の
流
布
本
の
祖
形
と
な
っ
た
の
と
同
様
、
近
世
初
期
、
慶
長
・
元
和
年
間
に
相
継
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い
で
版
行
さ
れ
た
『
錦
繍
段
』
は
、
初
学
書
で
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
祖
本
で
あ
る

『
新
選
集
』・『
新
編
集
』
を
凌
ぐ
新
た
な
古
典
と
し
て
の
地
位
を
確
立
す
る
に
至
る
。

慶
長
二
年
、
印
行
し
た
『
錦
繍
段
』
を
近
臣
ら
に
賜
っ
た
後
陽
成
天
皇
は
、
南
禅

寺
悟
心
院
の
学
僧
、
梅
印
元
沖
長
老
に
命
じ
て
、
慶
長
九
（
一
六
〇
四
）
年
四
月
八
日

か
ら
五
月
二
十
二
日
ま
で
五
回
に
亙
っ
て
、『
錦
繍
段
』
を
進
講
せ
し
め
た
こ
と
が

『
慶
長
日
件
録
』
や
『
言
経
卿
記
』
に
記
さ
れ
て
い
る
。
後
陽
成
天
皇
没
後
も
、後
水

尾
天
皇
が
元
和
四
（
一
六
一
八
）
年
正
月
十
八
日
に
南
禅
寺
金
地
院
の
以
心
崇
伝
、元

和
八
（
一
六
二
二
）
年
三
月
二
十
一
日
に
相
国
寺
の
昕
叔
顕
晫
を
召
し
て
、『
錦
繍
段
』

を
講
義
さ
せ
た
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る⑪
。
特
に
元
和
四
年
、『
錦
繍
段
』
と
並
行
し
て

講
釈
が
行
わ
れ
て
い
る
の
が
『
源
氏
物
語
』
で
あ
っ
た
こ
と
は
興
味
深
い
。『
錦
繍

段
』
が
禁
裏
を
中
心
に
、
必
読
の
古
典
的
教
養
と
し
て
確
立
し
て
い
く
様
子
が
端
的

に
窺
わ
れ
る
の
で
あ
る
。

他
方
、
近
世
俳
諧
に
お
け
る
『
錦
繍
段
』
の
影
響
の
大
き
さ
に
つ
い
て
は
、
仁
枝

忠
氏
を
始
め
多
く
の
先
学
の
指
摘
が
あ
り
、
敢
え
て
贅
言
を
加
え
る
必
要
は
な
い
も

の
の
、こ
こ
で
は
近
世
初
期
の
『
錦
繍
段
』
盛
行
の
先
鞭
を
つ
け
た
と
考
え
ら
れ
る
、

類
書
『
国
花
集
』
の
事
例
を
確
認
し
て
お
き
た
い⑫
。

『
国
花
集
』「
人
品
」
の
「
子
陵
」
項
で
は
、
戴
復
古
詩
に
続
い
て
、『
錦
繍
段
』
の

名
を
明
記
し
て
同
題
の
四
首
総
て
を
引
用
し
て
い
る
一
方
、「
惹
虚
・
惹
名
・
久
要
・

相
公
」
な
ど
戴
復
古
詩
だ
け
で
な
く
、
黄
庭
堅
詩
に
由
来
す
る
熟
語
が
列
な
っ
て
い

る
の
が
注
目
さ
れ
る
。
こ
れ
は
月
舟
寿
桂
『
錦
繍
段
抄
』
が
採
録
す
る
戴
復
古
「
子

陵
釣
台
」
詩
の
注
で
、
王
秋
江
・
張
立
斎
な
ど
の
『
聯
珠
詩
格
』
所
載
同
題
詩
を
引

用
し
た
後
に
続
け
て
、『
聯
珠
詩
格
』
が
採
録
し
な
い
前
掲
、
黄
庭
堅
詩
の
一
聯
を
引

用
し
て
い
る
こ
と
と
無
関
係
で
は
な
い
で
あ
ろ
う
。
先
に
も
述
べ
た
よ
う
に
、「
平

生
」
の
措
辞
が
、
本
邦
で
も
戴
復
古
詩
と
黄
庭
堅
詩
を
関
連
付
け
て
理
解
さ
れ
る
に

至
る
過
程
を
忖
度
し
得
る
、
一
つ
の
傍
証
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。

で
は
『
連
集
良
材
』
の
典
拠
も
古
活
字
版
『
錦
繍
段
』
で
あ
る
と
断
定
し
て
よ
い

の
で
あ
ろ
う
か
。
そ
れ
を
探
る
べ
く
『
連
集
良
材
』
古
活
字
版
の
刊
行
年
で
あ
る
寛

永
初
年
の
周
辺
を
勘
案
す
る
と
、
出
版
を
め
ぐ
る
興
味
深
い
事
象
が
浮
か
び
上
が
っ

て
く
る
の
で
あ
る
。

先
掲
『
鶴
林
玉
露
』
に
は
古
活
字
版
が
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
て
い
る
。
京
都
大
学

附
属
図
書
館
清
原
家
文
庫
蔵
本
が
そ
れ
で
、
東
洋
文
庫
蔵
寛
永
頃
書
写
本
の
底
本
と

考
え
ら
れ
る
も
の
で
あ
る
。
清
原
家
文
庫
本
の
刊
年
は
不
明
で
あ
る
。『
鶴
林
玉
露
』

の
版
本
は
、
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
製
版
本
が
広
く
通
行
し
、
現
存
本
も
多
い
も
の

の
、
そ
れ
以
前
に
古
活
字
版
が
上
梓
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
重
要
で
あ
ろ
う
。
渡
辺
守

邦
氏
が
指
摘
さ
れ
る
よ
う
に
、『
慶
長
見
聞
集
』
に
そ
の
本
文
が
引
用
さ
れ
る
『
連
集

良
材
』
は
、
寛
永
初
年
以
前
に
成
立
し
て
い
た
こ
と
が
確
実
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る

⑬
。
こ
の
時
期
は
ま
さ
し
く
古
活
字
版
全
盛
の
時
期
で
あ
り
、他
書
版
行
の
影
響
を
受

け
て
、『
連
集
良
材
』
が
上
梓
さ
れ
た
可
能
性
は
十
分
に
考
え
ら
れ
る
。
慶
長
勅
版

『
錦
繍
段
』
と
隔
た
る
こ
と
な
く
成
立
し
、古
活
字
版
と
し
て
印
行
さ
れ
た
連
歌
寄
合

書
が
『
錦
繍
段
』
に
所
収
さ
れ
る
七
絶
を
引
用
し
て
い
る
、
と
い
う
事
実
を
決
し
て

看
過
す
べ
き
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

な
ら
ば
『
連
集
良
材
』
が
依
拠
し
た
の
は
古
活
字
版
『
錦
繍
段
』
と
結
論
付
け
て

よ
い
の
で
あ
ろ
う
か
。
慶
長
勅
版
以
来
、『
錦
繍
段
』
版
本
は
必
ず
訓
点
を
と
も
な
っ

て
い
る
。『
連
集
良
材
』
版
本
が
採
録
す
る
戴
復
古
詩
に
も
訓
点
が
付
さ
れ
て
お
り
、

そ
れ
を
検
証
す
る
こ
と
で
、
依
拠
し
た
本
文
を
想
定
す
る
こ
と
が
可
能
に
な
ろ
う
。

『
連
集
良
材
』
の
訓
点
で
特
徴
的
な
の
は
、第
三
句
に
訓
点
を
一
切
施
し
て
い
な
い

点
で
あ
る
。
実
は
『
錦
繍
段
』
の
近
世
版
本
に
お
け
る
訓
読
に
は
異
同
が
な
く
、
第

三
句
は
「
平
生
恨
ラ
ク
ハ
劉
文
叔
ニ
識
ラ
ル
ル
コ
ト
ヲ
」
と
訓
み
下
す
こ
と
で
一
致

し
て
い
る
。『
連
集
良
材
』と
同
じ
く
第
三
句
に
訓
点
を
付
さ
な
い
諸
本
は
存
在
し
な

い
た
め
、
依
拠
本
文
を
確
定
す
る
こ
と
は
難
し
い
。
逆
に
第
三
句
を
除
く
『
連
集
良

材
』
各
句
の
訓
読
は
、『
錦
繍
段
』
版
本
諸
本
と
完
全
に
一
致
し
て
い
る
こ
と
か
ら
考

え
て
、『
連
集
良
材
』
の
第
三
句
は
、
本
来
付
す
べ
き
訓
点
を
付
し
損
ね
て
し
ま
っ
た
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可
能
性
が
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。
慶
長
勅
版
以
来
、『
錦
繍
段
』
の
訓
点
に
変
更
点
は

見
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、『
連
集
良
材
』
が
近
世
版
本
と
同
一
の
訓
点
を
付
し
て
い
る

こ
と
は
、
勅
版
の
付
訓
成
立
の
環
境
と
隔
絶
し
て
い
な
い
こ
と
を
示
す
証
左
と
見
做

し
得
る
。
す
な
わ
ち
、『
連
集
良
材
』
の
典
拠
が
『
錦
繍
段
』
で
あ
る
可
能
性
は
高
い

と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
事
実
は
、『
錦
繍
段
抄
』
を
含
む
『
錦
繍
段
』
版
本
に
付
さ
れ
た
訓
読
の
成
り

立
ち
を
考
察
す
る
上
で
も
重
要
な
契
機
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
。

お
わ
り
に

本
邦
五
山
禅
林
文
壇
で
育
ま
れ
た
学
殖
は
、
そ
の
最
大
の
庇
護
者
で
あ
っ
た
室
町

幕
府
と
命
運
を
と
も
に
す
る
こ
と
な
く
、
豊
臣
秀
吉
や
徳
川
家
康
に
も
供
さ
れ
、
結

果
と
し
て
更
に
新
た
な
受
容
層
を
獲
得
す
る
こ
と
と
な
っ
た⑭
。
特
に
江
戸
開
府
後
は

朝
廷
と
の
関
係
を
強
め
、そ
の
成
果
の
一
端
が
慶
長
年
間
の
後
陽
成
天
皇
に
よ
る『
錦

繍
段
』
の
開
版
に
繋
が
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
も
そ
も
な
ぜ
『
錦
繍
段
』
が
勅
版

の
対
象
と
し
て
選
択
さ
れ
た
の
か

―
初
学
書
と
し
て
有
益
な
書
物
で
あ
り
な
が

ら
、
勅
版
の
識
語
に
も
記
さ
れ
て
い
る
よ
う
に
、
五
山
版
と
し
て
開
版
さ
れ
な
か
っ

た
こ
と
な
ど
、
様
々
に
そ
の
理
由
は
挙
げ
得
る
も
の
の
、
そ
の
意
図
は
残
念
な
が
ら

明
ら
か
に
は
し
得
な
い
。
し
か
し
、『
古
文
孝
経
』
と
『
勧
学
文
』
に
挟
ま
れ
る
よ
う

に
開
版
さ
れ
た
『
錦
繍
段
』
が
、
五
山
禅
林
の
枠
に
留
ま
ら
ず
、
室
町
時
代
を
代
表

す
る
漢
学
初
学
書
と
し
て
、
後
陽
成
天
皇
周
辺
で
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
こ
と
は
確

か
で
あ
り
、
更
に
は
「
勅
版
」
と
い
う
契
機
が
そ
の
後
の
『
錦
繍
段
』
の
普
及
に
強

い
推
進
力
を
与
え
た
で
あ
ろ
う
こ
と
も
、
想
像
に
難
く
な
い
の
で
あ
る⑮
。

近
世
初
期
慶
長
年
間
、『
錦
繍
段
』
は
室
町
時
代
五
山
禅
林
と
は
別
の
位
相
で
、
権

威
あ
る
典
籍
と
し
て
受
容
さ
れ
、
そ
れ
が
作
品
の
更
な
る
普
及
を
促
し
、
西
山
宗
因

を
は
じ
め
と
す
る
近
世
初
期
俳
諧
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
る
に
至
る
。
承
応
二

（
一
六
五
三
）
年
七
月
に
記
さ
れ
た
宗
因
の
紀
行
文
、『
津
山
紀
行
』（
綿
屋
文
庫
蔵
『
美

作
道
日
記
草
稿
』）
に
、

　

左
は
淡
路
島
、
雪
の
ま
が
ひ
も
、
お
ぼ
つ
か
な
し
、

　
　

国
な
せ
る
新
島
や
是
霧
の
海

古
詩
に
江
霧
を
題
し
て
、
紛
々
一
気
裹
長
空
、
絶
与
鴻
毛
未
判
同
と
侍
る
に
や

と
引
用
さ
れ
る
「
古
詩
」
は
、『
錦
繍
段
』「
天
文
」
部
所
収
、
蕭
則
陽
作
「
江
霧
」

詩
の
第
一
・
二
句
で
あ
る
。
全
文
は
「
粉
粉
一
気
裹
長
空
、
絶
与
鴻
濛
未
判
同
、
無
数

過
船
看
不
見
、
人
声
却
在
櫓
声
中
」
で
、
措
辞
の
一
部
に
異
同
は
あ
る
も
の
の
、
慶

長
十
（
一
六
〇
五
）
年
に
生
ま
れ
た
宗
因
は
、
当
然
の
よ
う
に
『
錦
繍
段
』
を
学
び
、

そ
の
表
現
で
詩
嚢
を
肥
や
し
て
い
た
の
で
あ
る⑯
。

『
錦
繍
段
』
所
収
詩
を
「
古
詩
」
と
記
し
つ
つ
、
自
作
と
並
べ
る
宗
因
の
例
は
、
室

町
時
代
を
通
じ
て
愛
好
さ
れ
た
漢
故
事
が
、
和
漢
聯
句
や
講
説
を
端
緒
と
し
て
五
山

禅
林
で
親
し
ま
れ
た
典
籍
と
も
繋
が
り
、
漢
籍
由
来
の
連
歌
寄
合
に
結
実
し
、
そ
れ

を
継
承
し
た
近
世
初
期
文
壇
で
古
典
的
価
値
を
見
出
さ
れ
る
に
至
っ
た
好
事
例
と
考

え
ら
れ
る
。
そ
れ
は
近
世
初
期
文
芸
が
、
中
世
的
達
成
を
踏
ま
え
た
存
在
で
あ
る
こ

と
を
改
め
て
強
く
認
識
さ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
し
て
、
そ
の
典
型
例
を
集
成
し
た
も

の
が
『
連
集
良
材
』
な
の
で
あ
っ
た
。

『
連
集
良
材
』
各
項
目
の
典
拠
は
多
様
で
、
古
今
注
・
伊
勢
注
・
源
氏
注
・
朗
詠
注

等
の
本
邦
古
典
注
釈
を
は
じ
め
『
論
語
』・『
文
選
』・『
胡
曾
詩
抄
』、
更
に
は
『
下
学

集
』（『
節
用
集
』）
等
辞
書
類
に
も
及
ん
で
い
る
。
こ
う
し
た
「
連
歌
寄
合
書
」
の
成

立
も
、
本
邦
室
町
時
代
五
山
文
壇
の
学
識
が
広
く
朝
廷
を
は
じ
め
と
す
る
新
た
な
文

壇
（
そ
れ
を
「
京
都
文
壇
」
と
直
ち
に
言
い
換
え
て
よ
い
か
否
か
、
ま
だ
疑
問
は
あ
る
も
の

の
）
と
交
流
し
た
成
果
な
の
だ
と
し
た
ら
、
今
後
、
近
世
初
期
文
壇
の
位
相
を
捉
え

直
す
上
で
の
一
助
と
な
る
こ
と
は
確
か
で
あ
ろ
う
。
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『
聯
珠
詩
格
』
は
『
新
選
集
』
の
典
拠
か

675

注①　
本
文
は
明
応
六
年
写
三
条
西
実
隆
筆
本
（『
天
理
図
書
館
善
本
叢
書
和
書
之
部
』

二
十
・
八
木
書
店
）
に
拠
る
。

②　
『
連
集
良
材
』
の
成
立
に
つ
い
て
は
『
日
本
古
典
文
学
大
辞
典
』（
岩
波
書
店
）
の
記

述
に
拠
る
。
本
文
に
つ
い
て
は
早
稲
田
大
学
図
書
館
所
蔵
寛
永
八
（
一
六
三
一
）
年
古

活
字
版
に
拠
り
、
便
宜
上
、
訓
点
を
省
略
し
た
。

③　
『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ
―
中
世
日
本
漢
文
学
研
究
―
』
第
一
五
章
「『
新
選

集
』『
新
編
集
』『
錦
繍
段
』」
に
『
新
選
集
』
を
受
容
し
た
例
と
し
て
指
摘
さ
れ
て
い

る
。

④　
『
聯
珠
詩
格
』
の
本
文
引
用
に
つ
い
て
は
、
増
注
本
に
拠
る
も
の
の
、
住
吉
朋
彦
氏

の
一
連
の
研
究
を
参
照
し
、
適
宜
諸
本
異
同
を
確
認
し
て
い
る
。

⑤　
（
三
）
の
論
考
参
照
。

⑥　

本
文
は
京
都
大
学
附
属
図
書
館
清
原
家
文
庫
蔵
古
活
字
版
に
拠
る
。

⑦　

室
町
時
代
後
末
期
以
後
に
成
立
し
、近
世
初
期
に
版
行
さ
れ
た
『
太
平
記
』
の
注
釈

書
で
あ
る
『
太
平
記
賢
愚
抄
』
や
『
太
平
記
抄
』
で
は
『
排
韻
氏
族
大
全
』
を
引
用
し

つ
つ
、「
狂
奴
」
に
言
及
し
て
い
る
の
は
重
要
で
あ
る
。
室
町
時
代
後
期
以
降
の
本
邦

禅
林
に
お
け
る
『
排
韻
氏
族
大
全
』
の
盛
行
は
当
然
、踏
ま
え
る
べ
き
で
は
あ
る
も
の

の
、
あ
わ
せ
て
『
錦
繍
段
』
の
存
在
も
無
視
で
き
な
い
と
考
え
ら
れ
る
。

⑧　

引
用
は
国
会
図
書
館
所
蔵
古
活
字
版
『
帳
中
香
』
所
収
本
文
に
拠
る
。

⑨　
『
再
昌
草
』
引
用
は
『
私
家
集
大
成
』
所
収
本
文
に
拠
る
。

⑩　

本
文
は
花
園
大
学
図
書
館
所
蔵
本
を
参
照
し
た
。

⑪　

元
和
四
年
の
講
義
に
つ
い
て
は
、『
時
慶
卿
記
』
や
『
本
光
国
師
日
記
』
に
詳
細
に

記
さ
れ
て
お
り
、
崇
伝
の
江
戸
下
向
に
よ
り
、
韋
荘
「
台
城
」
詩
ま
で
講
義
し
た
と
こ

ろ
で
中
止
と
な
り
、抄
物
が
直
ち
に
天
皇
に
献
上
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
元
和
八

年
の
講
義
に
つ
い
て
は
『
鹿
苑
日
録
』
同
年
三
月
二
十
一
日
条
か
ら
八
月
十
四
日
条
に

至
る
ま
で
計
四
回
の
講
義
に
関
す
る
記
述
を
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑫　

本
文
は
国
立
公
文
書
館
内
閣
文
庫
所
蔵
寛
永
五
年
版
本
に
拠
る
。

⑬　

渡
辺
守
邦
「
寛
永
期
の
〈
知
恵
蔵
〉
た
ち
」（
岩
波
書
店
「
文
学
」
二
〇
一
〇
・
五
、

六
月
号
）
参
照
。

⑭　

堀
川
貴
司
『
詩
の
か
た
ち
・
詩
の
こ
こ
ろ
―
中
世
日
本
漢
文
学
研
究
―
』
第
一
九
章

「
中
世
か
ら
近
世
へ
―
漢
籍
・
漢
詩
文
を
め
ぐ
っ
て
―
」
に
は
、
近
世
初
期
文
壇
と
室

町
時
代
五
山
禅
林
文
壇
と
の
連
続
性
に
関
す
る
端
的
な
知
見
が
示
さ
れ
て
い
る
。併
せ

て
参
照
さ
れ
た
い
。

⑮　

慶
長
勅
版
に
つ
い
て
は
多
く
の
先
学
の
研
究
蓄
積
が
あ
る
も
の
の
、こ
こ
で
は
安
野

博
之
氏
の
「
慶
長
勅
版
の
刊
行
に
つ
い
て
―
慶
長
四
年
刊
本
を
中
心
に
―
」（「
三
田
國

文
」
第
三
十
二
号
・
二
〇
〇
〇
・
慶
應
義
塾
大
学
国
文
学
研
究
室
）
を
挙
げ
て
お
き
た

い
。

⑯　
『
津
山
紀
行
』
の
引
用
は
、『
西
山
宗
因
全
集
』
第
四
巻
（
八
木
書
店
・
二
〇
〇
六
）

所
収
本
文
に
拠
る
。

（
本
学
文
学
部
教
授
）


